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         令和３年度第２回地域密着型サービス運営委員会議事録 兼           

第３回新居浜市地域包括支援センター運営協議会 議事録 

 

 

１ 開催日時  令和４年２月９日（水）１４：００～１５：３０ 

 

２ 開催場所  新居浜市消防防災合同庁舎５階 災害対策室 

 

３ 出 席 者   

委 員：石橋委員、小野委員、岸委員、坂上委員、白石（亨）委員、白石（亘）委員、      

知元委員、續木委員、寺尾委員、土岐委員、野口委員、三木委員、宮内委員、    

山本委員（１４名） 

事務局： 地域包括支援センター：所長・伊達、副所長・越智、主任・佐崎、 

介護福祉課：課長・阿部、副課長・守長 

 

４ 会議内容 

１ 第２回新居浜市地域密着型サービス運営委員会 

２ 第３回新居浜市地域包括支援センター運営協議会 

（１）地域支援事業の進捗について 

（２）令和４年度予算について 

（３）令和３年度地域ケア推進会議について 

（４）その他 

 

５ 傍聴者 ０人 

 

６ 議事録 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定刻となりましたので、ただいまから、令和３年度第２回地域密着型サービス運営

委員会、並びに第３回新居浜市地域包括支援センター運営協議会を開催いたします。 

委員の皆様には、お忙しい中ご出席いただき厚くお礼申し上げます。今回の開催に

つきましては、一部リモートを取り入れての開催となっております。 

 

まず、本日の会議の出欠状況ですが、愛媛県看護協会石橋委員、新居浜市歯科医師

会白石委員の２名がリモート参加いただいております。委員数１４名に対し、出席委

員１４名で、地域密着型サービス運営委員会設置要綱第６条第２項及び新居浜市地域

包括支援センター運営協議会設置要綱第６条第２項の会議の成立要件であります過

半数以上の出席を満たしておりますことをご報告いたします。 

 

それでは、本日の議事について説明いたします。 

最初に、地域密着型サービス運営委員会を開催し、「地域密着型通所介護」の新規
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 会 長 

 

  

  

指定の事業者ヒアリングを行います。 

続きまして、地域包括支援センター運営協議会に移り「地域支援事業の進捗」、「令

和４年度予算」、「令和３年度地域ケア推進会議」、「その他」について協議する予定で

ございます。 

 

これより、地域密着型サービス運営委員会を開催いたします。 

 

（介護福祉課において進行） 

 

以上で地域密着型サービス運営委員会を修了します。続いて地域包括支援センター

運営協議会に移ります。ここからは地域包括支援センターが進行を行います。 

 

それでは、新居浜市地域包括支援センター運営協議会の議事を行います。議事の進

行は、設置要綱第６条第１項の規定により知元会長にお願いいたします。知元会長よ

ろしくお願いいたします。 

 

本日の議題は、お手元の会次第のとおり 

協議題（１）「地域支援事業の進捗について」 

協議題（２）「令和４年度予算について」 

協議題（３）「令和３年度地域ケア推進会議について」 

協議題（４）「その他」となっております。議事が円滑に進行できますよう、委員

の皆様のご協力をお願いいたします。 

それでは、協議題（１）について、事務局より説明をお願いします。 

 

（事務局説明）  

 

ただいま、事務局より地域支援事業の進捗について説明いただきましたが、委員の

方からご意見ご質問はございませんか。 

 

（質問なし） 

 

続きまして、協議題（２）について、事務局より説明をお願いします。 

 

（事務局説明） 

 

ただいま、事務局より令和４年度予算について説明いただきましたが、委員の方か

らご意見ご質問はございませんか。 

 

（質問なし） 
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続きまして、協議題（３）について、事務局より説明をお願いします。 

 

（事務局説明） 

 

ただいま、事務局より令和３年度地域ケア推進会議について説明いただきました

が、委員の方からご意見ご質問はございませんか。 

 

コロナによって事例の発見が遅れることや、発信が弱くなってしまっているところ

があるのではないかと思う部分と、人が変わってしまうことで出来ていたものが崩れ

てしまうような事があったのではないかと思いますが、進めて行く中でそういった事

がありましたら教えてください。 

 

事例の発見が遅れることに関しては大きく感じてはいないですが、相談の仕方が来

所相談より電話相談が増えてきていると感じております。また、民生児童委員の研修

会が、コロナの影響で出来ていないため、新任の方は、どのように活動をして行けば

良いのかわからないと感じている方がいると聞いております。 

 

民生児童委員と連携するのは、単に連携が不十分だということでお互いが知り合え

ばいいわけではなく、知り合ったその先にこういうことを一緒にやろうかというとこ

ろに持っていければ良いと思います。知らないから知っただけではなく、お互いどの

ようにタッグを組むかというところに持って行くようになればより良いと思います。

これからも事業を継続されるとの事なので、行きつくところをどこに持って行くかと

いう辺りをしっかり考えてみたら良いかと思いました。 

 

お互いを知るために今回研修を行ったことで、参加された民生児童委員は、地域包

括支援センターってそういう所だったとか、高齢者の相談で困った時は地域包括支援

センターに行ったら良いと分かっていただけたと思います。民生児童委員は、３年に

１回の改選で新しくなっていますが、コロナの影響で研修も受けることができず、何

をしたら良いのかわからないという人がほとんどという事もあり、民生児童委員がマ

ニュアルを作成しているとのことです。包括のページで付け加えることはないかと言

われていますが、お互いの話し合いの中でさらに使いやすくなり、実践で役に立つも

のに仕上げることが出来れば、話し合いをしている意義があるのではないかと思いま

した。 

 

この地域ケア推進会議ですが、年に１回地域包括支援センターが担当している全て

の事業の中で地域課題と思われるものを集めた中から、今年度一年間かけて課内で話

し合って行くものですが、大分類で１０、小分類で６０の課題が出ており、今年度は

民生児童委員との連携について話し合うことになりました。その選定理由について

は、小分類で６０出てきた課題を解決する時に、どこと連携して行けば良いか考えた
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ところ、民生児童委員との連携についてすごく出てきました。そこで、民生児童委員

の仕事を調べてみればみるほど、介護保険制度が始まる前は、地域包括支援センター

が現在行っている業務や役割を担っていたのではないかと想像ができ、地域包括支援

センターと民生児童委員が目指す方向性が一緒であるというところで、もっと連携を

深めて行けば良い働きができるだろうと考え協議を始めてきました。この連携の目指

すゴールについては、市民一人ひとりがここで暮らしてよかったと思える新居浜市の

実現、まさに地域包括ケアシステムの充実を目指してまずは一歩一歩連携をし、連携

を深めたその先に６０ある地域課題を解決するために一緒に力を貸してくれないか

というところで取り組んで行きたいと思っています。 

 

民生児童委員をしていますが、地域包括支援センターについての学習会に参加した

民生児童委員数人から報告があり、すごく良かったと聞いております。コロナで民生

委員同士の連携も取れておらず、勉強会もなくなっているので、是非出前講座をお願

いしたい。うちの校区は、民生児童委員の会を月１回開催していますが、ブランチの

方、地域包括支援センターの方がいつも来てくれており、地域の問題をその場で相談

したりしています。地域包括支援センターについて学ぶということは民生児童委員に

とってもすごく良いことだと思いますので、機会がある毎にお互い勉強していけば良

いと思います。 

 

この学習会は民生児童委員の全体の３分の１くらいしか聞いていただけていない

状況ですので、来年度の取り組みとしては、まだ聞いていただけていない民生児童委

員に、年度初め、校区での小単位での学習会の開催について調査を行い、学習できる

機会を設けたいと考えております。その中で座談会等も含めてレクチャーだけでなく

困り事や地域の課題に合わせた話ができれば良いと考えております。 

 

調査を行うことや、よりお互いに知り合えたということはとても大切な事だと思い

ます。地域包括ケアシステムの構成をしている多様な地域の団体や自主グループがあ

る中で、ひとつの例として民生児童委員と今回取り組まれたと思います。地域包括ケ

アシステムは、老人会の方や町内会長などいろんな方によって構成されるので民生児

童委員との連携もひとつの成果ですが、是非今後システムを作っていくために、他の

組織とも市民の健康や生活に対して、目指すところをしっかり共有して進めてもらえ

れば、より地域が充実するのかなと思います。 

 

続きまして、協議題（４）について、事務局より説明をお願いします。 

 

次回の運営協議会の日程について調整したいと考えております。次回日程は４月下

旬を考えておりますが委員の皆様の都合はどうでしょうか。 

 

特に都合の悪い日はないようですので、会長と日程を調整し事務局よりご連絡いた
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します。 

 

それでは、予定しておりました議題は、すべて終了いたしました。 

これをもちまして、本日の会議を終了いたします。 

本日は、ありがとうございました。 
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